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序

　本県には、これまでに発見された約4,900か所の遺跡をはじめとして、

先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文

化財は、地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を

創造していくうえで、欠くことのできないものであります。

　一方、県内道路網や河川の整備等、豊かで快適な生活を築くための地

域開発が大規模に行われ、埋蔵文化財保護との調和を図ることが急務と

なっております。遺跡分布調査と遺跡確認調査はそのための基礎資料と

なるものです。

　本報告書は、平成22年度に国庫補助事業として実施した、国道のバイ

パス建設事業・河川の堤防整備事業・農業水利事業等に係る遺跡分布調

査と遺跡確認調査の結果をまとめたものです。

　報告書をまとめるにあたり、調査に協力いただきました関係各機関に

感謝申し上げるとともに、今後とも埋蔵文化財の保護につきまして御理

解と御協力をいただけますようお願い申し上げます。

　　平成23年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県教育委員会

　　　　　　　教育長　根　岸　　均
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１　本報告書は、平成22年度に秋田県教育委員会が国庫補助金を得て実施した、遺跡分布調査と遺跡

確認調査の報告書である。なお、本書収録の報告は平成22年４月から12月までの実施分であり、平

成23年１月以降の実施分については来年度に報告する予定である。また、平成22年１月から３月に

実施した遺跡分布調査の結果報告を平成21年度補足分として掲載した。

２　本報告書に収録の遺跡分布調査、確認調査は、秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室、秋田県埋

蔵文化財センターの職員が担当した。報告は、遺跡分布調査については秋田県教育庁生涯学習課文

化財保護室が、遺跡確認調査については各調査担当者がそれぞれ作成したものを秋田県埋蔵文化財

センターが編集した。

３　本報告書に掲載した地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の1/25,000地形図、1/50,000

地形図を複製したものである。(承認番号 平22東複、第118号 )

　　この他に、国土交通省・秋田県建設交通部が作成した平面図を複製して掲載した。なお、第３章

第１節の地形図には方位記号を付けていないが、全て真上が世界測地系座標北を示している。

25,000分の１地形図

　「平沢 (6・12・23・29・35頁 )平成23年１月１日発行」、「大曲 (7頁 )平成12年９月１日発行」、「土崎

(7・8・72頁 )平成18年12月１日発行」、「鷹巣東部 (8・42・48・54頁 )平成14年５月１日発行」、「鷹巣

西部 (8・18頁 )平成10年７月18日発行」、「早口 (9頁 )平成15年５月１日発行」、「大館 (10頁 )平成15年

２月１日発行」、「白沢 (10頁 )昭和62年６月30日発行」、「羽川 (12頁 )平成18年12月１日発行」、「刈和

野東部 (13・15・20・61頁 )平成19年11月１日発行」、「横堀 (13頁 )平成14年10月１日発行」、「刈和野

(14・15・61頁 )平成19年８月１日発行」、「湯沢 (16頁 )平成15年１月１日発行」、「西馬音内 (16頁 )

平成15年２月１日発行」、「十文字 (16頁 )平成12年８月１日発行」、「稲庭 (16頁 )平成14年６月１日

発行」、「秋田駒ヶ岳 (16頁 )平成20年２月１日発行」、「矢島 (18頁 )平成15年１月１日発行」、「毛馬内

(19頁 )平成11年４月１日発行」、「花輪 (19頁 )昭和63年７月30日発行」、「能代 (19頁 )平成23年１月

１日発行」、「羽後水沢 (19頁 )平成15年２月１日発行」、「秋田西部 (21頁 )平成18年12月１日発行」、

「米内沢 (66頁 )平成14年５月１日発行」、「桂瀬 (66頁 )平成15年４月１日発行」

50,000分の１地形図

　「象潟 (11頁 )平成16年１月１日発行」、「浅舞 (17頁 )平成12年１月１日発行」、「横手 (17頁 )平成12年

１月１日発行」

例　　言
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第１章　はじめに

　国庫補助を得て実施した遺跡詳細分布調査のうち、平成22年１月～３月に実施した平成21年度の補

足分は、一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業、下新城地区土地造成事業等に係る遺跡分布調査６件

である。平成22年４月～ 12月では、一般国道７号鷹巣大館道路建設事業、一般国道７号象潟仁賀保道

路建設事業、一般国道７号下浜バイパス建設事業、一般国道13号院内道路建設事業、国道県道改築事業、

消流雪用水導入事業、雄物川上流堤防整備事業、新規工業団地整備事業、平鹿平野（一・二期）農業水

利事業等に係る遺跡分布調査23件と、一般国道７号鷹巣大館道路建設事業、一般国道７号象潟仁賀保

道路建設事業、一般国道13号神宮寺バイパス建設事業等に係る遺跡確認調査９件である。これらの調

査はすでに策定してある調査要項に基づいて、秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室職員、秋田県埋

蔵文化財センター職員が、地元教育委員会の協力を得て、平成22年１月から平成22年12月にかけて実

施したものである。

第２章　実施要項

　　第１節　遺跡分布調査

１　調査の目的
　　開発予定地内を踏査・試掘して遺跡の有無を確認し、遺跡の保護策を講ずる。

２　調査の方法
　（１） 計画地域の範囲内で遺物の表面採集及び試掘調査を実施して遺跡の所在を確認するととも

に、遺跡の性格についても把握する。

　（２）確認された遺跡は地図に記入する。

　（３）遺跡の状況、遠景を写真撮影し、遺跡の概要も記録する。

３　事業主体者
　　秋田県教育委員会

４　調査担当者
　　秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室

　　　　　　　　　　　副　主　幹　　菊池晋

　　　　　　　　　　　学 芸 主 事　　磯村亨

　　　　　　　　　　　文化財主任　　宇田川浩一　加藤朋夏　新海和広

※調査に当たっては以下の各教育委員会の方々に御協力いただいた。

　進藤靖（秋田市）、金道博・齋藤一樹・土田秀喜（にかほ市）、山崎文幸・齊籐浩志（大仙市）
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５　調査対象地域及び事業名
※平成21年度補足分（平成22年１月～３月） 

№ 事業者 事　　業　　名 事業地 調査期間 調査
内容 調査結果

1
国 土
交 通 省

一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業
（金浦地区） にかほ市 3月 1～ 4日 試掘 遺構・遺物等は確認でき

なかった。

2
国 土
交 通 省

一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業
（仁賀保地区） にかほ市 3月 24・25日 試掘 事業地内で新発見の遺跡

１か所を確認。

3
国 土
交 通 省 一般国道７号仁賀保本荘道路建設事業 にかほ市 3月 4日 試掘 事業地内で新発見の遺跡

１か所を確認。

4
厚 生
労 働 省 大曲公共職業安定所庁舎増築事業 大仙市 2月 12日 試掘 遺構・遺物等は確認でき

なかった。

5
建 設
交 通 部

広域基幹河川改修事業
（鉄道橋・道路橋緊急対策事業）　新城川 秋田市 2月 5日 試掘 遺構・遺物等は確認でき

なかった。

6
産業経済
労 働 部 下新城地区土地造成事業 秋田市 3月 8・9日 試掘 遺構・遺物等は確認でき

なかった。

※平成22年度分（平成22年４月～ 12月）

№ 事業者 事　　業　　名 事業地 調査期間 調査
内容 調査結果

1
国 土
交 通 省 一般国道７号鷹巣大館道路建設事業 北秋田市 4月 13～ 15日・27日 試掘 事業地内で新発見の遺跡

１か所を確認。

2
国 土
交 通 省 糠沢歩道建設事業 北秋田市 10月 27日 踏査 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

3
国 土
交 通 省 上野交差点改良事業 大館市 10月 27日 踏査 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

4
国 土
交 通 省 餅田交差点改良事業 大館市 10月 27日 踏査 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

5
国 土
交 通 省 長走歩道建設事業 大館市 10月 27日 踏査 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

6
国 土
交 通 省 白沢歩道建設事業 大館市 10月 27日 踏査 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

7
国 土
交 通 省

一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業
（象潟・金浦地区） にかほ市

4月 9・30日、
5月 24・25日、
6月 21・28日

踏査
試掘

事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

8
国 土
交 通 省

一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業
（仁賀保地区） にかほ市 11月 4日 試掘 事業地内で新発見の遺跡

１か所を確認。

9
国 土
交 通 省 一般国道７号下浜バイパス建設事業 秋田市 11月 1日 踏査

試掘
事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

10
国 土
交 通 省 一般国道13号神宮寺バイパス建設事業 大仙市 11月 16日 試掘 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

11
国 土
交 通 省 一般国道13号院内道路建設事業 湯沢市 6月 28日、

9月 6 日 試掘 事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

12
国 土
交 通 省 雄物川上流域堤防整備事業（強首地区） 大仙市 5月 12日 踏査 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

13
国 土
交 通 省

雄物川上流域堤防整備事業（寺館大巻地
区） 大仙市 5月 12日 試掘 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

14
国 土
交 通 省 雄物川上流域堤防整備事業（西板戸地区） 大仙市 5月 12日 踏査 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

15
国 土
交 通 省 消流雪用水導入事業（鉦打沢地区） 湯沢市 6月 14日 試掘 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

第２章　実施要項
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№ 事業者 事　　業　　名 事業地 調査期間 調査
内容 調査結果

16
国 土
交 通 省 大和田沢第１砂防堰堤建設事業 仙北市 6月 8日 踏査 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

17
農 林
水 産 省 平鹿平野（一・二期）農業水利事業 横手市 7月 29日 踏査 事業地内に周知の遺跡４

か所を確認。

18
建 設
交 通 部

国道道路改築工事　国道108号前杉バイ
パス 由利本荘市 4月 5日 試掘 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

19
建 設
交 通 部

地方特定道路整備事業　主要地方道二ツ
井森吉線 北秋田市 4月 13日 試掘 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

20
建 設
交 通 部

社会資本整備総合交付金事業（交通安全）
十二所花輪大湯線 鹿角市 7月 7日 踏査 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

21
建 設
交 通 部

地方道路交付金工事　国道101号須田バ
イパス 能代市 7月 7日、11月 30日 踏査

試掘
事業地内で遺跡は確認さ
れなかった。

22
産業経済
労 働 部 新規工業団地整備事業　大仙神岡地区 大仙市 12月 10・14～ 20日 踏査

試掘

事業地内で周知の遺跡２
か所、新発見の遺跡 1か
所を確認。

23
県 警 察
本 部 将軍野交番建設事業 秋田市 12月 22日 試掘 事業地内で遺跡は確認さ

れなかった。

※平成22年度工事立会（平成22年４月～ 12月）
№ 事業者 事　　業　　名 事業地 立会期間 立会結果 備　　　考

1
国 土
交 通 省 一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業 にかほ市  8 月31日

遺構・遺物は確認で
きなかった。 立沢遺跡

2
国 土
交 通 省 一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業 にかほ市 11月24日 遺構・遺物は確認で

きなかった。 鴻巣館跡

3
国 土
交 通 省 一般国道 13号神宮寺バイパス建設事業 大仙市  9 月13日

遺構・遺物は確認で
きなかった。 北楢岡中野遺跡

4
建 設
交 通 部 県道秋田岩見船岡線建設事業 秋田市  6 月 7 日、

 8 月18日
遺構・遺物は確認で
きなかった。 久保田城跡

第１節　遺跡分布調査
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　　第２節　遺跡確認調査

１　調査の目的
　 　開発事業計画に係る遺跡の広がり、埋没の度合い、時代とその性格を知るために当該地域での遺

物の表面採集及び小規模の発掘調査(遺構確認面までの掘り下げ)を行い、当該埋蔵文化財の保護と

保存を図る。

２　調査の方法
　（１） 地形を考慮したトレンチ及び試掘坑を設定して行う。また、遺構等が確認された場合、でき

る限り面的に調査範囲を広げてその確認に努める。

　（２） 確認された遺構・遺物、遺物包含層、堆積土の厚さ等は、実測図等により記録する。また、

遺跡の全景と調査状況、遺構・遺物の確認状況等は写真撮影する。

　（３）使用する地形図は開発部局で作成した最大縮尺の図面とする。

３　事業主体者
　　秋田県教育委員会

４　調査担当者
　　秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室

　　　　　　　　　　　学  芸  主  事　　磯村亨

　　　　　　　　　　　文化財主任　　宇田川浩一　加藤朋夏　新海和広

　　秋田県埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　　　副　主　幹　　柴田陽一郎　榮一郎

　　　　　　　　　　　学  芸  主  事　　山田徳道　　簗瀬圭二　袴田道郎

　　　　　　　　　　　文化財主任　　村上義直　　加藤竜　　菅野美香子

　　　　　　　　　　　文化財主事　　高橋和成

　　　　　　　　　　　調査・研究員　　草彅裕太郎

５　調査対象遺跡及び事業名

No. 事　業　名 遺跡名 (所在地 ) 調　査　期　間 調査担当者

① 一般国道７号仁賀保本荘道路建設事業 家ノ浦Ⅱ遺跡（にかほ市） 平成22年10月18日～10月22日 山田・簗瀬

② 一般国道７号仁賀保本荘道路建設事業 阿部舘遺跡（にかほ市） 平成22年10月25日
 ～11月８日 山田・簗瀬

③ 一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業 六日市遺跡（にかほ市） 平成22年11月９日
 ～11月11日 榮・袴田

④ 一般国道７号鷹巣大館道路建設事業 藤株遺跡（北秋田市） 平成22年10月21日
 ～11月11日

柴田・加藤竜・
菅野・草彅

⑤ 一般国道７号鷹巣大館道路建設事業 ハケノ下遺跡（北秋田市） 平成22年11月９日 ～11月11日 村上・草彅

⑥ 一般国道７号鷹巣大館道路建設事業 中小又遺跡（北秋田市） 平成22年５月17日
 ～５月21日 村上・草彅

⑦ 一般国道13号神宮寺バイパス建設事業 北楢岡中野遺跡（大仙市） 平成22年９月17・
 22日、11月16日

宇田川・加藤朋・
新海

⑧ 国道285号滝ノ沢バイパス建設事業 米内沢城跡（北秋田市） 平成22年11月15日
 ～11月19日 高橋・草彅

⑨ 旧県立聾学校解体工事 聾学校遺跡（秋田市） 平成22年９月13日
 ～９月28日

磯村・宇田川・
村上・草彅

第２章　実施要項
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※図中の番号は、第２章第１節５
の遺跡分布調査一覧表中の番号と
対応する。

第１図　遺跡分布調査・遺跡確認調査地点図

第 2節　遺跡確認調査
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第３章　調査の記録

　　第１節　遺跡分布調査

　１　平成 21年度補足分
（１）一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業（金浦地区）

　事業予定地のうち金浦ＩＣ予定地について試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。                               

（２）一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業（仁賀保地区）

　事業予定地のうち、中心杭№624～ 630の試掘調査を実施し、新発見の遺跡１か所を確認した。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。

（３）一般国道７号仁賀保本荘道路建設事業

　事業予定地のうち、仁賀保ＩＣ予定地の試掘調査を実施し、新発見の遺跡１か所を確認した。   

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ にかほ市金浦字山の田 ・・ 水田 なし

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ 清水尻Ⅰ遺跡 にかほ市平沢字清水尻 平安 山林 土師器・須恵器 新発見の遺跡

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
２ 阿部舘遺跡 にかほ市両前寺字阿部舘 平安 荒蕪地 土坑・土師器 新発見の遺跡

1：25,000 平　沢
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

22

第２図　一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業（金浦地区）　遺跡分布調査位置図

第３図　一般国道７号象潟仁賀保（仁賀保地区）・仁賀保本荘道路建設事業　遺跡分布調査位置図

1：25,000 平　沢
500m 0 5 0 0 1000 1500

1



— 7 —

（４）大曲公共職業安定所庁舎増築事業

　事業予定地内で試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　本事業についての埋蔵文化財に係る対応は終了である。                                     

（５）広域基幹河川改修事業（鉄道橋・道路橋緊急対策事業）　新城川

　秋田市飯島地区で河川改修事業が計画されている新城川について、国道７号線東側の低地部の試掘

調査を実施した。調査の結果、遺構・遺物ともに確認できなかった。基点側から笠岡橋までの埋蔵文

化財対応は終了した。                                                                     

1：25,000 大　曲
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

1：25,000 土　崎
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

2

第４図　大曲公共職業安定所庁舎増築事業　遺跡分布調査位置図

第５図　広域基幹河川改修事業（鉄道橋・道路橋緊急対策事業）　新城川　遺跡分布調査位置図

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 大仙市大曲住吉町 ・・ 駐車場 なし

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 秋田市飯島字天ノ袋地内 ・・ 畑地 なし

2 ・・・・ 同上 ・・ 荒蕪地 なし

第１節　遺跡分布調査
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（６）下新城地区土地造成事業

　秋田市下新城地区の土地造成事業予定地のうち、第１工区第２期、第２、３工区について試掘調査

を実施した。調査の結果、遺構・遺物は確認できず、埋蔵文化財対応は不要と判断した。本事業の埋

蔵文化財に係る対応は終了した。                                                           

　２　平成 22年度分
（１）一般国道７号鷹巣大館道路建設事業

　事業予定地のうち、北秋田市脇神の中心杭№125～134、中心杭№52～54、中心杭№86～96、中心杭

№－19～ 14を試掘調査した。また、工事予定地内には著名な藤株遺跡（中心杭No.74～ 84）がある。

　調査の結果、新発見の遺跡１か所を確認し、平成23年度に確認調査を実施することとした。また、

藤株遺跡は隣接地まで遺物包蔵地が広がっていることが判明し、平成22年度中に確認調査を実施した

結果、従来よりも遺跡範囲を拡張した。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。

1：25,000 土　崎
500m 0 5 0 0 1000 1500

12

第６図　下新城地区土地造成事業　遺跡分布調査位置図

第７図　一般国道７号鷹巣大館道路建設事業　遺跡分布調査位置図

1：25,000 鷹巣西部・鷹巣東部
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

2

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 秋田市下新城中野字街道端西 ・・ 山林 なし
２ ・・・・ 同上 ・・ 荒蕪地 なし

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ハケノ下Ⅱ遺跡 北秋田市脇神字ハケノ下 縄文 山林 縄文土器 新発見の遺跡
２ 藤株遺跡 北秋田市脇神字高森堂ノ上 縄文 山林 縄文土器 周知の遺跡

第３章　調査の記録
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（２）糠沢歩道建設事業

　北秋田市糠沢にある事業予定地を踏査した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

（３）上野交差点改良事業

　大館市上野にある事業予定地を踏査した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

1：25,000 早　口
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

第８図　糠沢歩道建設事業　遺跡分布調査位置図

第９図　上野交差点改良事業　遺跡分布調査位置図

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 北秋田市綴子字糠沢上谷地 ・・ 道路 なし

1：25,000 早　口
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 大館市川口字大人沢 ・・ 道路 なし

第１節　遺跡分布調査
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（４）餅田交差点改良事業

　大館市餅田にある事業予定地を踏査した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

（５）長走歩道建設事業

　大館市長走にある事業予定地を踏査した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。             

（６）白沢歩道建設事業

　大館市長走にある事業予定地を踏査した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 大館市餅田字前田 ・・ 道路 なし

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 大館市長走字長走 ・・ 道路 なし

1：25,000 大　館
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

第10図　餅田交差点改良事業　遺跡分布調査位置図

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
２ ・・・・ 大館市長走字白沢 ・・ 道路 なし

1：25,000 白　沢
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

2

第11図　長走歩道・白沢歩道建設事業　遺跡分布調査位置図

第３章　調査の記録
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（７）一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業（象潟・金浦地区）

　事業予定地のうち、中心杭№０～ 175・№250～ 315の区間について試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。 

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ にかほ市象潟町字上横山 ・・ 水田・山林 なし

２ ・・・・ にかほ市象潟町字下横山 ・・ 水田・山林 なし

３ ・・・・ にかほ市象潟町字下大塚作 ・・ 水田・山林 なし

４ ・・・・ にかほ市象潟町長岡 ・・ 山林 なし

５ ・・・・ にかほ市象潟町大飯郷 ・・ 山林 なし

６ ・・・・ にかほ市前川 ・・ 山林 なし

７ ・・・・ にかほ市大竹 ・・ 畑・山林 なし

８ ・・・・ にかほ市中三地 ・・ 山林 なし

９ ・・・・ にかほ市樋目野 ・・ 山林 なし

第12図　一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業（象潟・金浦地区）　遺跡分布調査位置図

1：50,000 象　潟
1000m 0 1 0 0 0 2000 3000

1

2
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第１節　遺跡分布調査
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（８）一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業（仁賀保地区）

　事業予定地のうち、中心杭№613～ 622の区間について試掘調査を実施した。

　調査の結果、新発見の遺跡１か所を確認した。

　本事業についての試掘対応は終了である。

（９）一般国道７号下浜バイパス建設事業

　事業予定地のうち、中心杭№231～ 241の区間について試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。                               

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 秋田市下浜桂根 ・・ 山林 なし

1：25,000 羽　川
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

第13図　一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業（仁賀保地区）　遺跡分布調査位置図

第14図　一般国道７号下浜バイパス建設事業　遺跡分布調査位置図

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ 清水尻Ⅱ遺跡 にかほ市平沢字清水尻 平安 山林 土師器・須恵器 新発見の遺跡

1：25,000 平　沢
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

第３章　調査の記録



— 13 —

（10）一般国道13号神宮寺バイパス建設事業

　事業予定地のうち、中心杭№422～ 431の区間について試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。                               

（11）一般国道13号院内道路建設事業

　事業予定地のうち、中心杭№362～ 365及び№521～ 522の区間について試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。                               

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 大仙市神宮寺字道目木 ・・ 荒蕪地 なし

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 湯沢市上院内字八丁新町 ・・ 山林 なし
２ ・・・・ 湯沢市下院内字大槻沢 ・・ 道路 なし

1：25,000 刈和野東部
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

第15図　一般国道13号神宮寺バイパス建設事業　遺跡分布調査位置図

1：25,000 横　堀
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

2

第16図　一般国道13号院内道路建設事業　遺跡分布調査位置図

第１節　遺跡分布調査
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（12）雄物川上流域堤防整備事業（強首地区）

　事業予定地のうち、中心杭№14～ 80の区間について踏査を実施した。

　立地や、土壌の状態、遺物の有無を確認した結果、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。                               

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 大仙市強首字熊ノ木 ・・ 畑・荒蕪地 なし
２ ・・・・ 大仙市強首字片掛橋 ・・ 水田・畑・荒蕪地 なし
３ ・・・・ 大仙市木原田字野添 ・・ 水田・畑・荒蕪地 なし

1：25,000 刈和野
500m 0 5 0 0 1000 1500

3

2

1

第17図　雄物川上流域堤防整備事業（強首地区）　遺跡分布調査位置図

第３章　調査の記録



— 15 —

（13）雄物川上流域堤防整備事業（寺館大巻地区）

　事業予定地のうち、№１～ 16の区間について試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　本事業についての試掘対応は終了である。                                                 

                                                                                         

（14）雄物川上流域堤防整備事業（西板戸地区）

　事業予定地のうち、中心杭№１～ 18の区間について踏査を実施した。

　その結果、今回の踏査範囲は雄物川の氾濫原であることを確認し、埋蔵文化財対応は生じないと判

断した。

　今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。                               

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 大仙市強首字新川向上段 ・・ 原野 なし

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 大仙市南外西板戸字西野 ・・ 水田 なし

第18図　雄物川上流域堤防整備事業（寺館大巻地区）　遺跡分布調査位置図

第19図　雄物川上流域堤防整備事業（西板戸地区）　遺跡分布調査位置図

1：25,000 刈和野・刈和野東部
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

1：25,000 刈和野
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

第１節　遺跡分布調査
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（15）消流雪用水導入事業（鉦打沢地区）

　事業予定地のうち、取水施設設置予定地について試掘調査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　また、着水施設設置予定地については、河川敷に造成された土地であることを踏査で確認し、埋蔵

文化財対応は生じないと判断した。

　本事業についての埋蔵文化財対応は終了である。                                           

（16）大和田沢第１砂防堰堤建設事業

　事業予定地について踏査を実施した。

　調査の結果、遺構・遺物ともに確認できず、埋蔵文化財対応は生じないと判断した。

　本事業についての埋蔵文化財対応は終了である。                                           

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 湯沢市表町３丁目 ・・ 病院跡地 なし
２ ・・・・ 湯沢市湯ノ原１丁目 ・・ 造成地 なし

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 仙北市田沢湖生保内 ・・ 山林 なし

1：25,000 西馬音内・十文字・湯沢・稲庭
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

2

第20図　消流雪用水導入事業（鉦打沢地区）　遺跡分布調査位置図

第21図　大和田沢第１砂防堰堤建設事業　遺跡分布調査位置図

1：25,000 秋田駒ヶ岳
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

第３章　調査の記録
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（17）平鹿平野（一・二期）農業水利事業

　事業予定地のうち、平成22年度以降に工事実施予定の皆瀬２幹線用水路、皆瀬４幹線用水路につい

て踏査を実施した。

　調査の結果、遺物の分布は確認できなかったが、４か所の周知の遺跡と重なることを確認した。

　今後、事業の進捗状況に合わせて対応が必要である。                                       

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ 野村遺跡 横手市平鹿町中吉田字野村 平安 水田 なし 周知の遺跡
２ 下藤根Ⅱ遺跡 横手市平鹿町中吉田字下藤根 古墳 水田 なし 周知の遺跡
３ 中藤根Ｂ遺跡 横手市平鹿町中吉田字塚ノ腰 古墳 水田 なし 周知の遺跡
４ 中藤根Ｃ遺跡 横手市平鹿町中吉田字中藤根 古墳 水田 なし 周知の遺跡
５ ・・・・ 横手市平鹿町樽見内 ・・ 水田 なし
６ ・・・・ 横手市十文字町上鍋倉 ・・ 水田 なし

1：50,000 浅舞・横手
1000m 0 1000 2000 3000
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第22図　平鹿平野（一・二期）農業水利事業　遺跡分布調査位置図

第１節　遺跡分布調査
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（18）国道道路改築工事　国道108号前杉バイパス

　由利本荘市矢島町立石の路線中心杭№16～79の区間について試掘調査を実施した。調査の結果、遺

構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は不要と判断した。本事業の埋蔵文化財に係る対応は終了

した。

（19）地方特定道路整備事業　主要地方道二ツ井森吉線

　北秋田市増沢の事業予定地のうち、未調査部分について試掘調査を行った。調査の結果、遺構・遺

物とも確認できず、埋蔵文化財対応は不要と判断した。本事業の埋蔵文化財に係る対応は終了した。

1

2

1：25,000 矢　島
500m 0 5 0 0 1000 1500

第23図　国道道路改築工事　国道108号前杉バイパス　遺跡分布調査位置図

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 由利本荘市矢島町立石地内 ・・ 水田 なし
２ ・・・・ 同上 ・・ 畑地 なし

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 北秋田市増沢地内 ・・ 畑地 なし
2 ・・・・ 同上 ・・ 畑地 なし

1：25,000 鷹巣西部
500m 0 5 0 0 1000 1500

2

1

第24図　地方特定道路整備事業　主要地方道二ツ井森吉線　遺跡分布調査位置図

第３章　調査の記録
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（20）社会資本整備総合交付金事業（交通安全）　十二所花輪大湯線

　鹿角市花輪から十和田錦木で計画されている歩道整備事業について現地踏査を行った。今後事業の

進捗に合わせて試掘等の対応が必要である。

（21）地方道路交付金工事　国道101号須田バイパス

　能代市須田地区で計画されている国道101号須田バイパスについて、試掘調査を行った。調査の結果、

遺構・遺物とも確認できず、埋蔵文化財対応は不要と判断した。本事業の埋蔵文化財に係る対応は終

了した。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 鹿角市花輪字寺坂～十和田錦木 ・・ 果樹園・畑 なし

1：25,000 毛馬内・花輪
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

第25図　社会資本整備総合交付金事業（交通安全）　十二所花輪大湯線　遺跡分布調査位置図

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 能代市須田字屋布添 ・・ 水田 なし
２ ・・・・ 同上 ・・ 荒蕪地 なし

第26図　地方道路交付金工事　国道101号須田バイパス　遺跡分布調査位置図

1：25,000 羽後水沢・能代
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

2

第１節　遺跡分布調査
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（22）新規工業団地整備事業　大仙神岡地区

　大仙市神岡で計画されている新規工業団地整備について、事業予定地内の一部の試掘調査を行った。

調査の結果、周知の遺跡２か所と新発見の遺跡１か所を確認した。新発見の遺跡の所在地が字笹倉で

あり、既に遺跡登録されている「笹倉遺跡」を、「笹倉Ⅰ遺跡」と名称変更した。

　今後は事業の進捗状況に合わせて、試掘調査、確認調査の対応が必要である。                 

1：25,000 刈和野東部
500m 0 5 0 0 1000 1500

13

2

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 笹倉Ⅰ遺跡
（旧笹倉遺跡） 大仙市神宮寺字笹倉地内 縄文 荒蕪地 土坑 周知の遺跡

２ 笹倉Ⅱ遺跡 同上 縄文 畑地・山林 柱穴・土器・石器 新発見の遺跡
３ 高野Ⅱ遺跡 大仙市神宮寺字高野地内 縄文 畑地・山林 土坑・土器 周知の遺跡

第27図　新規工業団地整備事業　大仙神岡地区　遺跡分布調査位置図

第３章　調査の記録
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（23）将軍野交番建設事業

　秋田市将軍野で計画されている交番新築事業について、用地内の試掘調査を行った。調査の結果、

遺構・遺物ともに確認できず、埋蔵文化財対応は不要と判断した。

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考
１ ・・・・ 秋田市将軍野南一丁目 ・・ 駐車場 なし

第28図　将軍野交番建設事業　遺跡分布調査位置図

1：25,000 秋田西部
500m 0 5 0 0 1000 1500

1

第１節　遺跡分布調査



— 22 —

　　第２節　遺跡確認調査

　１　一般国道７号仁賀保本荘道路建設事業
（１）家ノ浦Ⅱ遺跡

１　遺跡所在地  秋田県にかほ市両前寺字家ノ浦1－1外

２　確認調査期間  平成22年10月18日～ 10月22日

３　確認調査対象面積  6,000㎡

４　工事区域内遺跡面積  6,000㎡

５　工事区域内要本発掘調査面積 3,150㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　遺跡は鳥海山北西山麓側の仁賀保丘陵西端部に立地する。丘陵西縁を西流し日本海に注ぐ両前寺川

右岸に位置し、標高は21ｍ前後である。ＪＲ羽越本線仁賀保駅からは北東へ約1.2km、国道７号線の

東隣に所在している。遺跡北側の丘陵裾部には古代～中世の集落跡である家ノ浦遺跡がある。また、

遺跡東側に隣接する丘陵上には阿部舘遺跡が、両前寺川対岸の南側丘陵上には横枕遺跡が、さらに国

道を挟んだ遺跡南西側の両前寺川左岸段丘上には立沢遺跡が立地し、いずれも古代の集落跡である。

ｂ　現況

　調査対象地は以前にコンクリートプラント施設が建設されていた。確認調査時には、当該施設の一

部の基礎部分が地表下に残存し、西端には国道に沿って南北に延びる幅約４ｍ、高さ0.8ｍの土手状

の盛土が造成されていたが、全体にほぼ平坦である。

７　確認調査の方法

　確認調査対象範囲は、遺跡推定範囲のうちの昨年度確認調査を実施した北端部1,000㎡を除いた

6,000㎡である。調査は、東端側のコンクリートプラント基礎撤去時の深い掘削部分を除き、重機に

より幅約1.6ｍのトレンチを東西方向に５本、南北方向に２本、合計７本掘削した。地表から地山上

面までの層厚は2.5～ 4.8ｍあることから、安全を優先し、第１～第４トレンチでは造成土までを直

線的に掘り下げ後、旧表土・遺物包含層～地山上面までの精査については任意の地点を上面4～ 5ｍ

の範囲で坪掘りした。第５～第７トレンチは両壁をＶ字形に削りながら地山上面まで掘り下げた。遺

物の有無については重機で剥ぎ取った土を丁寧に確認したが、遺構検出のための壁面及び底面の精査

はトレンチ内での人力による作業が危険を伴うことから、十分に実施できなかった。確認調査におけ

る実質調査面積は210㎡で、確認調査対象面積の3.5％に相当する。

８　確認調査の結果

ａ　層序

　第Ⅰa層 砕石～砂礫　造成土。層厚０～ 100cm。

　第Ⅰb層 黄褐色～緑灰色粘性シルト土　造成土。層厚90～ 340cm。

　第Ⅱ層 黒褐色砂質土(10YR3/2)～オリーブ灰色粘性シルト土(10Y5/2)　丘陵からの流出土。

 層厚０～ 85cm。青灰色粘土塊を多量に含む。僅かに遺物を含む。

　第Ⅲ層 黒褐色～褐色粘性シルト土　旧表土・耕作土。層厚15～ 20cm。

第３章　調査の記録
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　第Ⅳ層 黒褐色～オリーブ黒色粘土(10YR2/2～ 5Y3/2)　遺物包含層。層厚０～ 80cm。

　第Ⅴ層 緑灰色シルト土(10G5/1)　地山。

　コンクリートプラント施設建設時の造成層を第Ⅰ層とし、砕石～砂礫を敷き均した上位部分と旧地

形の低位部を埋め立てた下位部分とに２分し、それぞれ第Ⅰa層と第Ⅰb層とした。コンクリートプラン

ト施設建設前の旧地形は、遺跡中央付近を北東から南西に流下し、両前寺川に至る沢状の低位部が存

在していたものと推定される。当該施設建設時に丘陵末端側を削土し、低位部を埋め立てて平坦に造

成したものと判断される。第Ⅱ層は東側の一部に残存し、僅かに遺物を含む丘陵部上位から流下した

層である。第Ⅳ層の遺物包含層は要本発掘調査範囲全域に30～ 80cmの層厚で現存するものと推定さ

れる。

ｂ　検出遺構と出土遺物

　遺構は第４トレンチから柱穴様ピットが２基検出された。遺物は全域から土師器・須恵器が出土し

た。特に第１トレンチの沢状地形からは檜扇の一部や曲物側板、箸状の木製品、墨書土器片が多数出

土した。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　造成土が深く、遺構検出作業は不十分であったが、土師器・須恵器の年代から前田表Ⅱ遺跡や家ノ

浦遺跡、立沢遺跡等の周辺の遺跡とほぼ同時代の平安時代の集落跡と推定される。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　遺跡の東側と南東側は、水田の造成やコンクリートプラント施設建設等により削平され、遺跡は既

に消失したものと判断し、本発掘調査必要範囲から除いた。本発掘調査必要範囲は3,150㎡である。

ｃ　発掘調査時に予想される遺構・遺物

　遺跡は昭和23年に撮影された航空写真で見ると、西側に緩やかに傾斜する丘陵上に立地すること

から集落跡と推定され、遺構は平安時代の掘立柱建物跡５棟、土坑20基、溝跡５条、柱穴様ピット200

基等が検出されると考えられる。遺物は土師器・須恵器・陶磁器・木製品等が中コンテナで40箱程

度出土することが予想される。

第29図　家ノ浦Ⅱ遺跡位置図

家ノ浦Ⅱ遺跡

1：25,000 平　沢1：25,000 平　沢
500m 0 5 0 0 1000 1500
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平成21年度
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第33図　家ノ浦Ⅱ遺跡要本発掘調査範囲図
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家ノ浦Ⅱ遺跡

第１トレンチ

出土墨書土器・木製品

家ノ浦Ⅱ遺跡

第４トレンチ

東側土層断面と柱穴様

ピット(南から)

家ノ浦Ⅱ遺跡

第５トレンチ

東側土層断面

(南東から)

柱穴様ピット

盛土

盛土
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（２）阿部舘遺跡

１　遺跡所在地  秋田県にかほ市両前寺字阿部舘28－1外

２　確認調査期間  平成22年10月25日～ 11月８日

３　確認調査対象面積  11,600㎡

４　工事区域内遺跡面積  11,600㎡

５　工事区域内要本発掘調査面積 1,300㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　本遺跡はＪＲ羽越本線仁賀保駅より北東へ約1.3km、国道７号線の東側に隣接する標高33～37ｍの

丘陵上に位置する。この丘陵は両前寺川と阿部堂川によって断ち切られており、同じ丘陵上の北に家

ノ浦遺跡と前田表遺跡、西側の低地部には家ノ浦Ⅱ遺跡、両前寺川を挟んで南向かいには横枕遺跡、

国道を挟んだ低地部には立沢遺跡があり、いずれも古代の集落跡である。また、東に隣接して中世城

館の安部館跡がある。

ｂ　現況

　調査対象地は以前にゴルフ練習場施設が建設され、昭和23年に撮影された航空写真で見ると、元々

は水田や畑地として利用されていた。確認調査時には、当該施設の基礎部分と駐車場のアスファルト

部分が残存し、ほぼ平坦に造成されていた。

７　確認調査の方法

　調査は、ゴルフ練習場施設の基礎部分と駐車場のアスファルト部分を除き、重機により幅約1.6ｍ

のトレンチを10ｍ間隔で東西方向に12本、南北方向に７本、合計19本掘削した。重機による掘削後、

トレンチの壁面及び底面を人力により精査し、遺構・遺物の有無を確認した。

　確認調査における実質調査面積は1,360㎡で、確認調査対象面積の約12％に相当する。

８　確認調査の結果

ａ　層序

　第Ⅰa層 褐色～暗褐色シルト(10YR3/2～ 4/4)　造成土。層厚10～ 170cm。

　第Ⅰb層 黄褐色～褐灰色粘性シルト(10YR5/1～ 5/6)　旧表土及び耕作土。層厚10～ 90cm。

　第Ⅱ層 黒褐色シルト(10YR3/1)　遺物包含層。層厚15～ 20cm。

　第Ⅲ層 黄褐色粘土(10YR5/6)　地山。遺構検出面。

　調査区内のゴルフ練習場跡の平坦面は、北側、西側の周囲を囲む丘陵部分を削平し、主として南側

低位部に盛土し造成したものと判断される。当該施設建設時の造成層を第Ⅰa層とし、旧地形の低位

部に盛土し造成した耕作土を第Ⅰb層とした。西側では10cm程で第Ⅱ層の遺物包含層が現れ表土直下

で遺構確認ができるが、東側や南側の低位部では70cm程掘り下げる必要がある。遺構は第Ⅲ層上面

で第Ⅱ層土に地山ブロックを含んだ状態で確認できる。

ｂ　検出遺構と出土遺物

　遺構は調査区の中央付近から北東側において、土坑７基、焼土遺構１基、柱穴様ピット13基を検

出した。遺物は土師器と須恵器が出土した。

第３章　調査の記録
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９　所見

ａ　遺跡の種類

　土師器・須恵器の年代から前田表Ⅱ遺跡や家ノ浦遺跡、立沢遺跡等の周辺の遺跡とほぼ同時代の平

安時代の集落跡と推定される。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　遺跡はゴルフ練習場施設建設時に大きく削平され、中央や北東側以外は遺構が確認されなかったた

め本発掘調査必要範囲から除いた。本発掘調査必要範囲は1,300㎡である。

ｃ　発掘調査時に予想される遺構・遺物

　遺構は、平安時代の竪穴状遺構１基、土坑20基、柱穴様ピット50基等が検出されると考えられる。

遺物は土師器・須恵器が中コンテナで20箱程度出土することが予想される。

阿部舘遺跡

1：25,000 平　沢1：25,000 平　沢
500m 0 5 0 0 1000 1500

第34図　阿部舘遺跡位置図
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阿部舘遺跡

遺跡近景

（東から）

阿部舘遺跡

第２トレンチ

土坑検出状況（南から）

阿部舘遺跡

第14トレンチ

土層断面と土坑

（南から）
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　２　一般国道７号象潟仁賀保道路建設事業
（１）六日市遺跡

１　遺跡所在地  秋田県にかほ市黒川字六日市136外

２　確認調査期間  平成22年11月９日～ 11月11日

３　確認調査対象面積  3,245㎡

４　工事区域内遺跡面積  3,245㎡

５　工事区域内要本発掘調査面積 1,410㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　本遺跡はＪＲ羽越本線仁賀保駅より南東へ約２kmに位置する。現在遺跡の西側を流れている白雪川

は、近年付け替え工事を行っており、元は本遺跡の南側から東側を経て北側を流れていた。このこと

から、本遺跡立地点の本来の地形は白雪川の湾曲内部の滑走斜面である。

ｂ　現況

　旧畑地で現在は、雑草が繁茂している。調査区内は既に白雪川を渡る橋のための橋台が一部建てら

れており、その部分(450㎡)は平成21年度に確認調査が行われている。

７　確認調査の方法

　調査は幅1.7ｍのトレンチを４本設定し、重機で掘り下げた後、確認面及びトレンチ壁面を精査し、

遺構・遺物の有無を確認した。遺構は確認状況を写真撮影し位置を記録した。遺物は出土トレンチと

層位を記録して取り上げた。実質調査面積は300㎡で、確認調査対象面積の約9.2％に相当する。

８　確認調査の結果

ａ　層序

　各トレンチの土層観察から、遺跡の基本層序は次の通りである。

第Ⅰ層　現代の耕作に伴う撹乱層で以下６層に細分される。

　 a層　褐色シルト質砂（10YR4/4）　表土。層厚10～ 30cm。

　 b層　にぶい褐色シルト質砂（7.5YR6/3） 北西側に見られる酸化鉄が沈着し赤味を帯びた層。

     層厚5cm程。

　 c層　にぶい褐色シルト質砂（7.5YR5/3）　中央部分に見られる暗めの耕作土。層厚10cm程。

　 d層　灰黄褐色シルト質砂（10YR4/2）　全域に見られる耕作土。層厚５～ 30cm。

　 e層　明褐色砂質シルト（7.5YR5/6）　ｄ層下位に酸化鉄が沈着し赤味を帯びた層。層厚20cm程。   

　 f 層　黒褐色砂質シルト（7.5YR3/2）　 耕作に伴い鋤床面に薄層状に酸化鉄が沈着した層。凸凹が

著しい。層厚５cm程。

第Ⅱ層　暗褐色砂質シルト（10YR3/3）　 包含層。西側中央部に残っている。部分的に酸化マンガン粒

を上位に含む。層厚0～ 20cm。遺構覆土。

第Ⅲ層　灰褐色砂質シルト（7.5YR4/2）　地山。砂質だが、西側中央部分はややシルト質となる。

　調査区中央部の一段低くなる部分より東側は旧水路もしくは白雪川の旧河道と考えられ、大小礫で

埋め立てられていた。南側は旧白雪川の川岸に近くなるにつれ地山が砂質になり、遺構がある北東部

分は地山面がややシルト質になっており、旧地形では相対的に微高地となっていた。遺構・遺物とも

第３章　調査の記録
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に第Ⅰf層の下から検出される。　

ｂ　検出遺構と出土遺物

　遺構は第１トレンチ西側で検出された。土坑１基、柱穴様ピット１基、性格不明遺構１基を検出し

た。上面が大きく削平、撹乱を受けているが、現状で土坑は直径60cm程、柱穴様ピットは直径20cm程、

深さは25cmである。性格不明遺構は、長さが３ｍ程の規模があり、竪穴状遺構の可能性もある。

　遺物も第１・第２トレンチの西側から土師器・須恵器を中心に中コンテナ１箱相当が出土した。ま 

た、性格不明遺構からは土師器・須恵器片がまとまって出土している他、鉄滓（鍛冶滓）１点が出土した。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　土師器・須恵器の年代から、近隣の上谷地Ⅱ遺跡や横枕遺跡等周囲の遺跡とほぼ同じ10世紀前後

の平安時代の集落跡と推定される。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　今回本調査対象地とした第１・第２トレンチの北西側以外は遺構・遺物が確認されなかったため、

東側と南側は本調査必要範囲から除いた。本調査必要範囲は1,410㎡である。

ｃ　発掘調査時に予想される遺構・遺物

　遺構は、平安時代の竪穴状遺構・掘立柱建物跡（柱穴様ピット）・土坑等が検出されると考えられる。

遺物は須恵器・土師器・鉄滓等が中コンテナで10箱程度出土することが予想される。

第39図　六日市遺跡位置図

六日市遺跡

1：25,000 平　沢1：25,000 平　沢
500m 0 5 0 0 1000 1500
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六日市遺跡

全景（東側土盛りから）

六日市遺跡

第１トレンチ

土層状況と性格不明

遺構

（南から）

六日市遺跡

第１トレンチ

柱穴様ピット（南から）
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　３　一般国道７号鷹巣大館道路建設事業
（１）藤株遺跡

１　遺跡所在地  秋田県北秋田市脇神字高森堂ノ上83－3外

２　確認調査期間  平成22年10月21日～ 11月11日

３　確認調査対象面積  21,100㎡

４　工事区域内遺跡面積  8,700㎡

５　工事区域内要本発掘調査面積 8,700㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　遺跡はＪＲ奥羽本線鷹巣駅の南東約４kmに位置する。遺跡の直ぐ南側には小森川が北西方向に流

れ、西約１kmの地点で小猿部川と合流し、さらに米代川に注いでいる。遺跡は小猿部川と小森川によっ

て形成された段丘上に立地し、標高は40ｍ程である。遺跡の周辺は宅地の他水田や畑として利用さ

れている。同じ段丘上には北西約1.5kmにある大堤(鷹巣中央公園)周辺に高森岱遺跡等の縄文時代後

晩期を中心とする遺跡が分布し、小森川と小猿部川を挟んだ対岸の丘陵上には中世城館である脇神館

跡が立地する。

ｂ　現況

  調査対象地は周知の遺跡である藤株遺跡の南端部に当たり、国道105号バイパスの東西に広がって

いる。調査対象範囲は鷹巣大館道路本線部分及び国道の拡幅部分であり、国道を境界として西側をＡ

区、東側をＢ区とした。現況はＡ区が水田と山林、Ｂ区が山林であるが、Ｂ区の北側は一部未伐採で

ある。Ａ区の西側は水田の広がる低地部となっており、段丘縁辺部に相当する東側は大部分が斜面で

一部平坦となる。Ｂ区はほぼ平坦であるが、中央部は東西方向の沢によって開析されている。

７　確認調査の方法

　調査はトレンチを設定して行った。トレンチは基本的に計画路線と平行もしくは直交する方向に設

定し、その他地形や遺構・遺物の検出状況等を考慮して結果的に37本を掘削した。

　トレンチの幅は約１ｍで、重機または人力で掘り下げた後、確認面及びトレンチ壁面を精査し、遺

構・遺物の有無を確認した。トレンチ内で出土した遺物については、位置と層位を記録して取り上げ、

遺構プランは実測・写真撮影を行った。

　確認調査における試掘面積は777㎡で、調査対象面積の約3.7％に相当する。

８　確認調査の結果

ａ　層序

　遺跡の層序は低地部と段丘上とで堆積状況が大きく異なるため、それぞれについて個別に記す。

低地部（基本層序図Ａ～Ｃ）

第Ⅰ層　黒色土（10YR2/1）　表土。層厚20～ 70cm。

第Ⅱ層　暗灰黄色土（2.5Y5/2）　毛馬内火砕流堆積物。層厚15～ 100cm。

第Ⅲ層　黒褐色土（10YR2/2）　植物遺体・埋もれ木を多量に含む。層厚15～ 195cm。

第Ⅳ層　黒色土（10YR2/1）　植物遺体・埋もれ木を少量含む。層厚10～ 170cm。

第Ⅴ層　灰色土（7.5Y4/1）　粘土層。

第３章　調査の記録
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　低地部の第Ⅰ層は黒色土を主体とし上部は耕作土として利用されている。第Ⅱ層はいわゆるシラス

で、東から西に向かって厚くなる傾向が確認された。第Ⅲ・Ⅳ層は植物遺体の他に流木と考えられる

埋もれ木を含んでいる。第Ⅴ層は低地の基盤となるグライ化した粘土層である。低地部は小森川の氾

濫原と考えられ、現代の水田耕作の他に人間の活動痕跡は確認されなかった。

段丘上（基本層序図Ｄ～Ｎ）

第Ⅰa層　黒褐色土（10YR3/1）　現表土。層厚５～ 40cm。

第Ⅰb層　造成土。層厚５～ 150cm。

第Ⅱa層　黒色土（10YR1.7/1）　十和田ａ火山灰を微量混入する。層厚15～ 50cm。

第Ⅱb層　黒褐色土（10YR2/2）　十和田ａ火山灰を少量混入する。層厚10～ 15cm。

第Ⅲa層　黒色土（10YR1.7/1）　遺物包含層。層厚５～ 40cm。

第Ⅲb層　黒褐色土（10YR2/2）　遺物包含層。層厚５～ 80cm。

第Ⅳa層　暗褐色土（10YR3/3）　地山漸移層。層厚５～ 15cm。

第Ⅳb層　褐色土（10YR4/4）　地山。

　段丘上の第Ⅰb層は国道バイパス造成に伴う盛土である。第Ⅱ層は沢の近くや斜面の肩部において

部分的に堆積が確認された。第Ⅲ層は段丘上のほぼ全域に残存する遺物包含層で、遺物は多くの場合

a・b層の中間付近レベルで出土している。なお遺構の一部は本層上部において検出している。第Ⅳ層

は無遺物層である。

ｂ　検出遺構と出土遺物

　遺構は段丘上の平坦面及び地形変換点付近において、竪穴建物跡３棟、土器埋設遺構２基、土坑

12基、溝跡２条を検出した。

　遺物は段丘上の遺構検出地点周辺で縄文時代前期・後期・晩期の土器の他に剥片石器・礫石器が出

土した。他に少量ではあるが平安時代の土師器が出土している。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　遺構や遺物の種類・出土量から、縄文時代後・晩期を主体とする集落跡、平安時代の遺物散布地と

考えられる。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　Ａ区の低地部については遺構・遺物ともに全く確認されなかった。また、国道沿いの第19トレンチ

以南では盛土中から遺物が若干出土したが、バイパス造成に伴い地山まで撹乱された状況であり、こ

れらの地区について本発掘調査は必要ないものと判断した。本発掘調査必要範囲はＡ区が2,500㎡、

Ｂ区が5,100㎡である。なお、Ｂ区北側に隣接する未買収地1,100㎡については調査を実施していない

ため、今後の対応が必要である。

ｃ　発掘調査時に予想される遺構・遺物

　遺構は縄文時代の竪穴建物跡・土器埋設遺構・土坑・溝跡等が検出されると考えられる。また、平

安時代の遺構が検出される可能性もある。

　遺物は縄文時代の土器・石器、平安時代の土師器等が中コンテナで80箱程度出土するものと予想

される。

第 2節　遺跡確認調査
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藤株遺跡

1：25,000 平　沢1：25,000 鷹巣東部
500m 0 5 0 0 1000 1500

1／4,000 100ｍ0

第44図　藤株遺跡位置図

第45図　藤株遺跡推定範囲図
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第46図　藤株遺跡基本層序図
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1／2,000 100ｍ0

未買収地

第48図　藤株遺跡要本発掘調査範囲図
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藤株遺跡

Ａ区全景

（南西から）

藤株遺跡

第23トレンチ

竪穴建物跡検出状況

（南東から）

藤株遺跡

第６トレンチ

土器埋設遺構検出状況

（東から）
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（２）ハケノ下遺跡

１　遺跡所在地  秋田県北秋田市脇神字ハケノ下149外

２　確認調査期間  平成22年11月９日～ 11月11日

３　確認調査対象面積  2,100㎡

４　工事区域内遺跡面積  2,100㎡

５　工事区域内要本発掘調査面積 2,100㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　本遺跡はＪＲ奥羽本線鷹巣駅より南東へ3.7km、大野台台地直下の沖積地にある。遺跡の北側0.4km

には小猿部川が西流し、遺跡の南東0.4kmには古代・中世の遺跡で炭化米等が出土した脇神館跡があ

る。調査対象範囲の標高は約28ｍである。

ｂ　現況

　調査対象範囲は水田であり、北東側は若干低くなっている。南側は舗装道路越に台地となり、台地

末端の沢からは、きれいな水が沖積地へ流れ出ている。

７　確認調査の方法

　調査は幅１～３ｍのトレンチを10本設定し、重機で掘り下げた後、人力でトレンチ壁面・底面等

を精査し、遺構・遺物の有無を確認した。確認した遺構・遺物は、写真撮影後に位置を記録し、遺物

に関しては取り上げを行った。実質調査面積は143㎡で、確認調査対象面積の約6.8％に相当する。　

８　確認調査の結果

ａ　層序

　調査対象範囲内の層序は次のとおりである。　

第１層　第Ⅰa層 黒褐色シルト（10YR3/1）　耕作土。層厚28cm。

　　　　　　　※第Ⅰb層（床土か）、第Ⅰc層（第Ⅱ層由来土の撹乱）が存在する部分あり。

第２層　第Ⅱ層 黒褐色～黒色シルト質粘質土（10YR3～ 2/1）　層厚12cm。

第３層　第Ⅲ層 褐灰色～黒褐色シルト質粘質土（10YR4～ 3/1）  層厚12cm。

第４層　第Ⅳ層 褐灰色シルト質粘質土（10YR4/1）　層厚５cm。

第５層　第Ⅴa層 灰黄褐色砂（10YR6/2）　毛馬内火砕流堆積層（シラス）。層厚20cm。

　　　　　　　※第Ⅴb層　 小礫層　十和田a火山灰か。層厚２cm。

第６層　第Ⅵ層 黒色シルト質粘質土（10YR2/1）　層厚１cm。植物遺体含む。旧地表面か。

第７層　第Ⅶa層 褐灰色シルト質粘質土（10YR4/1）　氾濫性堆積物か。層厚５cm。

　　　　　　　※第Ⅶb層  褐灰色シルト（10YR4/1）　亜角礫10㎝以下40％含む。沢由来の堆積物か。

　調査区内の層序は、第Ⅰ層から第Ⅶ層に大別され、遺物包含層は第Ⅱ層と第Ⅲ層である。西側部分

では、広範囲に第Ⅱ層が確認できるが、第９トレンチの途中で、第Ⅲ層がほぼ直角に立ち上がり消

失する。第Ⅱ層下位にはうねりがみられることから、水田作土と畔（立ち上がり部分）と推測される。

第Ⅱ層からは、木製品、はつり屑、近世の磁器等が出土しているため、近世の水田作土の可能性がある。

第Ⅲ・Ⅳ層（第９トレンチ周辺）は、シラス堆積後の最初の堆積層であり、箸状の木製品を含む。時期は、

中世以前と考えられる。東側は、全体的に近年の耕作の影響が見られ、第Ⅲ、第Ⅳ層が見られない部

第 2節　遺跡確認調査
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分が多い。

ｂ　検出遺構と出土遺物

　西側では、柱穴と考えられるピットが10基検出された。このうち、柱根が残存するものが２基あり、

他に礎板状の材木が残存するものが２基あった。これらのピットには、第Ⅱ層、第Ⅲ層それぞれを由

来とする埋土を基調にするものがあり、時期差を反映しているものと考えられる。遺物は、江戸中期

の磁器１点と下駄、箸、燃えさし、はつり屑等の木製遺物がコンテナで1.5箱程出土した。

　東側では、土坑１基を検出したが、平成21年度の分布調査では、柱穴様ピットが３基検出されて

いる。遺物は、近世の磁器１点、木製品が中コンテナで0.5箱程出土した。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　土層の堆積状態から近世とそれ以前の水田跡である可能性が考えられる。また、第Ⅲ層出土木製品

により、より古い、古代（シラス堆積後）～中世の水田や祭祀場の可能性も考えられる。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　水田の可能性がある第Ⅱ層の広がりは、調査対象範囲から調査区外北西方向へ延びるものと考えら

れるが、分布調査では遺物は確認されていない。調査対象範囲の北東～東側範囲外については、一段

低い沖積地は小猿部川の氾濫原と考えられるため、遺跡の広がりは及ばないものと推測する。以上よ

り、調査対象範囲の2,100㎡が発掘調査必要範囲と判断される。

ｃ　発掘調査時に予想される遺構・遺物

　遺構は、掘立柱建物跡が３棟程度、土坑が10基、柱穴様ピット100基、水田跡、水路跡等が検出さ

れると推測される。遺物は、古代から中世の土器、陶磁器、木製品等が中コンテナで30箱程度出土

すると考えられる。

第49図　ハケノ下遺跡位置図
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第50図　ハケノ下遺跡推定範囲図

第51図　ハケノ下遺跡基本層序図
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ハケノ下遺跡

近景（南西から）

ハケノ下遺跡

第１aトレンチ

柱根検出状況

（北西から）

ハケノ下遺跡

第９トレンチ

第Ⅲ層の立ち上がり

（南東から）
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（３）中小又遺跡

１　遺跡所在地  秋田県北秋田市栄字中小又

２　確認調査期間  平成22年５月17日～５月21日

３　確認調査対象面積  3,600㎡

４　工事区域内遺跡面積  3,600㎡

５　工事区域内要本発掘調査面積 0㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　本遺跡はＪＲ奥羽本線鷹巣駅より南東へ4.7km、国道105号線の東へ２kmの丘陵に位置する。調査対

象範囲は岩鞍山（92.5ｍ）から南東に延びる尾根筋を0.7km辿った標高91ｍ前後の所にある。

　遺跡が立地する丘陵は、北流する小摩当川とその支流によって開析され、大小含め多くの谷地形が

形成されている。これらの河川と遺跡との比高は45ｍ前後である。

ｂ　現況

　調査対象範囲は、丘陵小頂部から北西方向に下る細尾根とその周辺斜面である。現況は、未伐採の

山林(スギ主体)で部分的に笹・灌木が繁茂する。

７　確認調査の方法

　調査は幅１ｍのトレンチを12本設定し、人力で掘り下げた後、確認面及びトレンチ壁面を精査し、

遺構・遺物の有無を確認した。また、必要に応じトレンチの拡張も行い遺構・遺物の検出に努めた。

　遺構は確認状況を写真撮影した後に位置を記録し、遺物は出土トレンチと層位を記録して取り上げ

を行った。実質調査面積は160㎡で、確認調査対象面積の約4.4％に相当する。

　なお、調査で使用した地形図と実際の地形との間には大きな違いがあるため、トレンチや遺構・遺

物の位置は、現地に打設してあるセンター杭（No.162～ 164）を活用し、トランシット等を使用して

記録した。

８　確認調査の結果

ａ　層序

　調査対象範囲内の層序は次の通りである。

第Ⅰa層 黒褐色土（10YR3/1）　表土。層厚５～ 10cm。

第Ⅰb層 褐色土（10YR4/4）　盛土。層厚０～ 50cm。

第Ⅰc層 暗褐色土（10YR3/3）　旧表土。層厚13cm。

第Ⅱa層 黒色土（10YR2/1）　層厚13cm。

第Ⅱb層 黒褐色土（10YR3/2）　層厚16cm。

第Ⅲ層 にぶい黄褐色土（10YR4/3）　層厚５～ 15cm。

第Ⅳ層 褐色土（10YR4/4）　地山。

　調査区内の堆積土は尾根平坦面で薄く、尾根から下る斜面で比較的厚く堆積している。これとは別

に、平坦面の西側には比較的新しい時期の所産と考えられる盛土第Ⅰb層がみられるが、尾根中央部

には尾根伝いに延びる小道があるため、この造成に関わる盛土の可能性がある。尾根の肩部から斜面

にかけては黒色～黒褐色の第Ⅱ層が堆積するが、遺物は検出できなかった。

第 2節　遺跡確認調査
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ｂ　検出遺構と出土遺物

　遺構は、尾根上の平坦面に設定した第２トレンチで土坑１基を検出した。断面形はフラスコ状で、

底面より20～ 30cm高い所が最大径となる。おおよその規模は、地山面からの深さが0.7ｍ、底径１ｍ、

最大径1.１ｍ程の大きさと推定される。

　遺物は、尾根上の緩傾斜地に設定した第１トレンチの第Ⅱ層と地山の間から縄文土器片１点を検出

したが、その他に遺物は検出されなかった。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　フラスコ状の土坑や縄文土器が検出されたことから、縄文時代の食料採取地及び貯蔵場所と推定さ

れる。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　尾根上の傾斜地及び隣接する斜面からは遺構が検出されなかったため、遺跡の広がりは尾根上の平

坦面に限定される。しかしながら、他に遺構・遺物が存在する可能性は極めて低い。したがって本発

掘調査は不要と判断する。なお、検出した土坑については、作図と写真撮影を行っている。

第54図　中小又遺跡位置図

中小又遺跡

1：25,000 平　沢1：25,000 鷹巣東部
500m 0 5 0 0 1000 1500
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第58図　中小又遺跡確認調査検出遺構・第１トレンチ出土土器
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中小又遺跡

近景（南東から）

中小又遺跡

第３トレンチ断面

（南から）

中小又遺跡

第２トレンチ土坑断面

（南東から）

土坑

撹乱
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　４　一般国道13号神宮寺バイパス建設事業
（１）北楢岡中野遺跡

１　遺跡所在地　　　　　　　　　　秋田県大仙市北楢岡字下中野33外

２　確認調査期間  平成22年9月17日・22日、11月16日

３　確認調査対象面積  2,300㎡

４　工事区域内遺跡面積  2,300㎡

５　工事区域内要本発掘調査面積 1,550㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　遺跡はＪＲ奥羽本線神宮寺駅より北西約4.3kmに位置し、西流する雄物川の右岸に形成された標高

19～ 20ｍの河岸段丘上に立地する。

　本遺跡は平成21年度の分布調査により発見され、その一部については今年度本発掘調査を実施し

ている。今回の確認調査範囲は、遺跡の北端部にあたり、北調査区と南調査区の２地区で確認調査を

実施した。

ｂ　現況

　現況は、北調査区が畑及び雑草の繁茂する元畑地、南調査区は造成地である。

７　確認調査の方法

　調査は基本的には南北方向にトレンチを設定して行い、必要に応じて東西方向のトレンチを追加し

た。トレンチは、北調査区には南北方向２本、東西方向２本、南調査区には南北方向６本の合計10本

設定した。調査面積は北調査区が約56㎡、南調査区が約436㎡の合計492㎡である。これは調査対象面

積の約21％に相当する。

　南調査区では重機を用いて、北調査区では人力のみで調査を行った。調査方法としては、地山（第

Ⅳ層）上面まで掘り下げ、遺構や遺物の分布を確認した。遺構とみられる掘り込みについては部分的

に掘り下げを行い、本調査対象の遺構かどうかの判断を行った。

８　確認調査の結果

ａ　層序

第Ⅰ層　砕石～砂礫　造成土。南調査区にのみ分布する。層厚 15～ 80cm。

第Ⅱ層　現代の耕作に伴う撹乱層で、以下２層に細分される。

　ａ層　黄褐色シルト（2.5Y5/3）　層厚30～ 40cm。耕作土。

　ｂ層　暗緑灰色シルト（10GY4/1）　層厚10㎝。水田耕作土。

第Ⅲ層　暗灰黄色シルト（2.5Y5/2）　層厚10～ 30cm。

第Ⅳ層　にぶい黄色土（2.5Y6/4）　地山。

　第Ⅰ・Ⅱ層はいずれも、現代の整地や耕作に伴う土層である。

　第Ⅲ層は小石等の混入物がほとんど含まれない暗灰黄色シルトである。一部の土坑や柱穴は、第Ⅲ

層上部より構築されていることが確認された。第Ⅲ層は南調査区では第１トレンチを除いた全面に、

北調査区では、第８トレンチ中央付近に堆積していた。

　第Ⅳ層は地山である。北調査区では北に向かうにつれ徐々に標高が低下し、水分を多く含む。南調
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査区では、第Ⅳ層上面に起伏は殆ど認められなかった。

ｂ　検出遺構と出土遺物

　南調査区では、第３～５トレンチにおいて遺構が確認された。径0.6ｍの土坑２基、幅0.3～ 0.5ｍ

の溝跡３条、径0.3ｍ程度の柱穴様ピット10基である。遺物は出土しなかった。

　北調査区では近世以降と考えられる陶器破片１点、土錘１点が第Ⅰ層より出土したが、遺構は検出

されなかった。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　今回の調査では遺構の時期確定に有効な遺物が出土しなかったが、平成22年度に実施された本発

掘調査の成果等から、平安時代から近世にかけての集落遺跡と推定される。今回の確認調査範囲は、

遺構の密度も比較的薄いことから、集落の縁辺部にあたるものと推察される。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　平成22年度本発掘調査の成果及び地形観察から、国道13号線に沿い、西側の水田面より一段高い

一帯が遺跡の範囲と推定される。調査の結果、南調査区は本発掘調査が必要な範囲と判断した。北調

査区は、遺構と遺物が検出されなかったことから、要本発掘調査範囲からは除外した。今回条件が整

わず、確認調査を実施することができなかった両調査区の間1,000㎡については、今後改めて確認調

査を実施する。

ｃ　発掘調査時に予想される遺構・遺物

　遺構は、平安時代及び中世、近世の土坑、溝跡、掘立柱建物跡等が検出されると考えられる。遺物

は平安時代の土師器、中世の陶磁器が中コンテナ１箱程度出土すると思われる。
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— 61 —

第60図　北楢岡中野遺跡推定範囲図

第61図　北楢岡中野遺跡基本層序図
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第59図　北楢岡中野遺跡位置図
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北楢岡中野遺跡

第４トレンチ

土坑検出状況（東から）

北楢岡中野遺跡

第６トレンチ

土層断面（東から）

北楢岡中野遺跡

第８トレンチ

調査状況（北から）
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　５　国道285号滝ノ沢バイパス建設事業
（１）米内沢城跡

１　遺跡所在地  秋田県北秋田市米内沢伊勢ノ森７外

２　確認調査期間  平成22年11月15日～ 11月19日

３　確認調査対象面積  2,000㎡

４　工事区域内遺跡面積  1,190㎡

５　工事区域内要本発掘調査面積 0㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　米内沢城跡は秋田内陸縦貫鉄道米内沢駅より南へ1.4km、倉ノ山に水源をもつ沢を挟む東西の山地

を利用した山城跡である。遺跡の北には米代川の支流である阿仁川が北西に向かって流れており、こ

の川沿いの下流約１kmには、中世城館の御嶽館跡が、下流３kmには阿仁城跡があり、米内沢城跡と

の関連が窺われる。今回の調査区は東側山地の東斜面が対象であり、標高は60～ 82ｍである。

ｂ　現況

　現況は斜面部分が杉林であるが、調査区内は伐採されている。斜面中腹から裾にかけて帯郭状の平

坦面がみられる。斜面下の平坦部分は旧宅地であり、基礎のコンクリート等が所々に見られる。

７　確認調査の方法

　地形を考慮して任意に幅１～２ｍのトレンチを12本設定し、斜面は人力、旧宅地部分は重機によっ

て掘削した。トレンチの総面積は205㎡であり、確認調査対象面積の10.3％に相当する。

８　確認調査の結果

ａ　層序

　遺跡の基本層序は、各トレンチの土層観察から以下のとおりに分層した。

　斜面部

　　　　　第Ⅰ層　黒褐色土（10YR2/2）　表土。層厚５～ 10cm。

　　　　　第Ⅱ層　黒褐色土（10YR2/2）　斜面堆積土。層厚15～ 25cm。

　　　　　第Ⅲ層　暗褐色土（10YR3/3）　斜面堆積土。層厚12～ 35cm。

　　　　　第Ⅳ層　黒色土（10YR1.7/1）　斜面堆積土。層厚20～ 49cm。

　　　　　第Ⅴ層　暗褐色土（10YR3/4）　地山漸移層。層厚７～ 10cm。

　　　　　第Ⅵ層　明黄褐色土（10YR6/8）　地山。

　裾部から平坦部

　　　　　第Ⅰa層　にぶい黄褐色土 （10YR4/3）　斜面造成土。層厚30～ 40cm。

　　　　　第Ⅰb層　黒褐色土（10YR2/2）　斜面造成土。層厚30～ 40cm。

　　　　　第Ⅰc層　褐色土（10YR4/4）　表土。層厚10～ 15cm。

　　　　　第Ⅱ層　暗褐色土（10YR3/3）　旧表土。層厚15～ 20cm。

　　　　　第Ⅲ層　黒色土（10YR2/1）　層厚10～ 60cm。

　　　　　第Ⅳ層　にぶい黄褐色土（10YR5/3）　層厚15cm。

　　　　　第Ⅴ層　暗褐色土（10YR3/3）　地山漸移層。層厚10～ 30cm。
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　　　　　第Ⅵa層  灰色土（7.5Y4/1）　宅地造成土。層厚20～ 30cm。

　　　　　第Ⅵb層  黄褐色土（10YR5/6）　宅地造成土。層厚50～ 60cm。

　　　　　第Ⅶ層  明黄褐色土（10YR6/8）　地山。

ｂ　検出遺構と出土遺物

　遺構・遺物は検出されなかった。

　斜面裾部に見られる郭状の平坦面は、トレンチ断面の土層観察から、重機による斜面造成によって

形成された段である可能性が高く、その時に削られた土は斜面下に堆積している状況が確認された。

９　所見

　遺構・遺物は検出されず、米内沢城跡に関連した造成の痕跡も確認できなかったことから、工事区

域内における発掘調査は必要ないものと判断した。

米内沢城跡

1：25,000 平　沢1：25,000 米内沢・桂瀬
500m 0 5 0 0 1000 1500

第64図　米内沢城跡位置図
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第65図　米内沢城跡推定範囲図

第66図　米内沢城跡基本層序図
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第67図　米内沢城跡確認調査結果図
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米内沢城跡

調査区近景

（北東から）

米内沢城跡

第１トレンチ

（南西から）

米内沢城跡

第３トレンチ

（南西から）
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　６　旧県立聾学校解体工事
（１）聾学校遺跡

１　遺跡所在地  秋田県秋田市土崎港北２丁目17外

２　確認調査期間  平成22年９月13日～９月28日

３　確認調査対象面積  24,135㎡

４　工事区域内遺跡面積  24,135㎡

５　工事区域内要本発掘調査面積 985㎡

６　遺跡の立地と現況

ａ　立地

　本遺跡はＪＲ奥羽本線土崎駅より北東へ0.8km、陸上自衛隊秋田駐屯地から道路（通称自衛隊通り）

を挟んだ西側に位置する。調査対象範囲は標高約9.5ｍの砂丘地にある。

ｂ　現況

　調査対象範囲は、宅地に隣接するほぼ平らな学校用地であるが、住民の話によれば、もともとは起

伏のある松林で、聾学校建設時（昭和26年）に大規模な土地改変を受けたようである。

７　確認調査の方法

　調査は幅１～ 1.5ｍのトレンチを28本設定し、重機や人力で掘り下げた後、トレンチ壁面・底面等

を精査し、遺構・遺物の有無を確認した。また、必要に応じトレンチの拡張も行い遺構・遺物の検出

に努めた。遺構は確認状況を写真撮影した後に位置を記録し、遺物は出土トレンチと層位を記録して

取り上げを行った。実質調査面積は623㎡で、確認調査対象面積の約2.6％に相当する。

８　確認調査の結果

ａ　層序

　調査対象範囲内の層序は次の通りである。

①調査範囲北側　グラウンド部分　第２トレンチ（Ｃ地点）

第Ⅰc層　黒色シルト（10YR2/1） グラウンド内側表土。層厚20㎝。

第Ⅰd層　灰黄褐色砂（10YR5/2） 撹乱層。層厚35㎝。

第Ⅲ層　黒褐色砂（10YR3/2） 層厚13㎝。

第Ⅳ層　暗褐色砂（7.5YR3/3） 褐色砂ブロック状40％含む。遺物包含層。層厚10㎝。

遺構覆土　暗褐色砂（7.5YR3/3） 褐色砂ブロック状５％含む。

第Ⅴ層　にぶい黄褐色砂（10YR4/3）　層厚10㎝。

②調査範囲南側　中庭部分　第23トレンチ（Ｇ地点）

第Ⅰa層　客土。層厚30cm。

第Ⅱa層　黄褐色砂　層厚25cm。

第Ⅲa層　黒色＋暗褐色砂　斑状に混じる。旧表土。遺物包含層。層厚15㎝。

第Ⅲb層　黄褐色砂　遺物包含層。層厚５cm。

第Ⅲc層　黒色砂　遺物包含層。層厚５cm。

第Ⅲd層　黒灰色砂　遺物包含層。層厚５cm。
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第Ⅳ層　暗褐色砂 遺物包含層。層厚５cm。

第Ⅴ層　黄褐色砂　層厚10cm。

　調査区内の層序は、大きく第Ⅰ層から第Ⅴ層に分けられる。このうち遺物包含層は、第Ⅲ層と第Ⅳ

層である。

　調査対象範囲の北側に位置するグラウンド部分は、旧校舎が建っていた部分である。そのため、過

去の図面で旧校舎の位置を確認し、基礎を外した位置に第３～６トレンチを設定し掘削を行った。調

査区北側は、深さ１ｍ前後まで撹乱を受けている部分が多く、また深さ1.8ｍ前後からは湧水が見ら

れる。グラウンド西側では、深さ0.8～２ｍの範囲で縄文時代後期から弥生時代にかけての遺物包含

層である第Ⅲ、Ⅳ層が残っている。包含層は第２トレンチと第３トレンチの交点周辺で最も深い位置

にあり、北、南に向かって浅くなり、北側・東側末端部は撹乱や削平の影響で消失している。

　調査区南側も北側同様に全体的に撹乱を受けているが、場所によって層序が大きく異なり、第

10・23トレンチ等調査区西側で比較的保存状態のよい遺物包含層（第Ⅲ、Ⅳ層）が残されている。

　遺物の出土傾向は、北側調査区では第Ⅳ層、南側調査区では第Ⅲ層からの出土が目立つ。

ｂ　検出遺構と出土遺物

　遺構は、グラウンド調査区西側に設定した第２トレンチで土坑１基を検出した。大きさは、径

100cm、確認面からの深さは、20cm程である。

　遺物は、調査区北側の第１・２・４トレンチ、調査区南側の第７・８・10・11・23トレンチで縄

文時代後期・弥生時代の土器が出土した。このうち第１・７・11トレンチは撹乱層からの出土である。

比較的良好な状態で遺物包含層が保存されているのは、北側の第２トレンチ周辺、南側の第10・23ト

レンチ周辺である。

９　所見

ａ　遺跡の種類

　縄文時代後期や弥生時代の土器、土坑が検出されたことから、縄文時代後期及び弥生時代の集落跡

と推定される。

ｂ　遺跡の範囲と工事区域

　聾学校建設に伴う土地造成や校舎の建て替えにより、遺跡の大部分は消失しているが、グラウンド

西側部分985㎡には、遺物包含層や遺構が残っており、発掘調査が必要と考えられる。これより北側

では、遺跡が既に消滅していると考えられる。範囲東側は、第２トレンチ東側２ｍ付近から東側にか

けて広がる深さ２ｍ前後におよぶ撹乱の影響を免れた部分を範囲とした。範囲南側の境界については、

既存体育館やコンクリート敷き部分により調査を行うことができなかったが、北側と同様に包含層の

レベルが南に向かい高くなっていることと、出土遺物が第２トレンチの南側では希薄なことから、第

２・６トレンチ南端からは大きく広がらないものと推測した。しかしながら、より正確な広がりを把

握するためには、既存体育館やコンクリートを除去した後、層序と遺構・遺物の有無を確認する必要

がある。これより南側の3,400㎡についても、遺構は検出されなかったものの、縄文時代・弥生時代

の遺物包含層が部分的に残されていると推測されるため、既存の建物や基礎撤去作業時には工事立会

等の対応が必要と考えられる。
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ｃ　発掘調査時に予想される遺構・遺物

　遺構は、土坑が10基程度検出され、遺物は縄文時代後期や弥生時代の土器がコンテナで10箱程度

出土すると考えられる。

聾学校遺跡

1：25,000 平　沢1：25,000 土　崎
500m 0 5 0 0 1000 1500

第68図　聾学校遺跡位置図
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聾学校遺跡

第２トレンチ土層断面

（南西から）

聾学校遺跡

第２トレンチ東壁断面

土坑確認状況

（南西から）

聾学校遺跡

第２・第４トレンチ交点

弥生土器出土状況

（北西から）
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